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現 職 教 員 の た め の
研 修 プ ロ グ ラ ム
　社会は常に変化しています。特に21世紀に入って世の中の動きは加速していると感じて

おられる方は多いのではないでしょうか。ですから当然、社会に生きる我々はその動きに対

応する必要があります。どのような職業であれ、社会で働くすべての者が常に学び続ける必

要があるわけです。教育現場で働く現職教員も同様です。「学び続ける教員」ということばは

比較的最近よく聞かれるようになりましたが、当たり前のことを言っているに過ぎません。平

成27（2015）年末の中教審答申（いわゆる3答申）においても現職教員の研修の充実と支

援の重要性が示され、大学等と連携した研修や受講した研修の単位化などを協議する仕組

みの構築についても示唆されています。さらに、管理職養成におけるマネジメント能力の醸

成の重要性と現行の管理職研修の改善方策等についても示されているところです。

　このような動きに先駆け、兵庫教育大学では、平成15年4月に兵庫県教育委員会との連

携・協働により、兵庫教育大学現職教員研修支援プログラム開発に関する調査研究会を設

置し、平成16年度から「学校管理職・教育行政職特別研修」を開始しました。今年度は14回

目の実施となりますが、毎年5月から6月にかけて200名以上の新任教頭、新任指導主事等

の皆さんが本学で研修を受講されています。また、特別支援教育における地域のトップリー

ダー「アドバンスリーダー」の研修プログラム（平成25年度～）、英語指導力研修（平成26年

度～）、指導主事の力量形成のための研修プログラム（平成28年度～）など、文部科学省や

独立行政法人教職員支援機構の委託事業により、学校現場およびそれを支援する教育委

員会等のニーズに応える研修事業を開発し、展開しています。上記以外にも、本学の多くの

教員が、教育委員会や学校現場と連携した研修・講義・講演を行っており、その延べ数は1

年間で数百件に達します。本学のこれほど多くの連携した取り組みは、全国の教育界から注

目されていると言っても過言ではありません。

　子どもをめぐる環境は、日々変化しています。すでに5年前の状況は今とは違っています。

少子化がいっそう顕在化する10年後の学校現場を予測することは不可能に近いのです。

今後とも、本学では社会変化・時代に素早く対応し、教育現場のニーズに応える研修内容を

吟味していきたいと考えています。

MESSAGE
学長室から
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現職教員に対する高度な専門性と実践的指導力の育成―兵庫教育大
学のミッションの一つです。現職教員が再び学ぶ場であるとともに、教
育委員会や学校等との連携により、その研修・研鑽を支えることも重
要な使命です。時代の移り変わりに対応し、学校現場のニーズを捉え
た新たな研修の形が求められる今、進化し続ける兵教大の研修事業
を紹介します！

兵教大の研修事業
�現代的ニーズを捉えた研修

兵庫教育大学が取り組む「現代的ニーズを捉えた研修」一覧
研修事業名 連携機関 目的 対象

学校管理職・教育行政職特別研修 兵庫県教育委員会
（平成16年度～）

学校経営と教育行政専門職の
力量形成

1期：�県立学校の新任教頭等、�
県教育委員会の新任指導主事等、�
市町立中学校の新任教頭

2期：�市町立小学校の新任教頭、�
市町立特別支援学校の新任教頭

子供の成長と学力向上のための
市町村教育委員会指導主事の 
力量形成プログラム　

明石市教育委員会
（平成28年度） 指導主事の力量形成 市内の主任指導主事、

指導主事

教職大学院教員と指導主事等による
子供の成長と教員の
資質・能力向上のための
校内研究推進プログラム

伊丹市教育委員会
（平成29年度） 指導主事および

研究推進教員の力量形成
市内の主任指導主事、指導主事、
研究推進教員等西宮市教育委員会

（平成29年度）

新しい時代に対応する
学校管理職マネジメント研修　

北海道立教育研究所
長野県教育委員会
神戸市教育委員会ほか
（平成28年度～）

学校管理職の力量形成 小・中学校、高等学校、特別支援学校の
管理職（校長、副校長、教頭）

大学と連携した
英語指導力向上事業 

兵庫県教育委員会
（平成26年度～）

今後の兵庫の英語教育を担う
指導力の習得

県立高等学校教員、
市町組合立小学校教員、
市町組合立中学校教員

英語運用能力向上
研修プログラム

猪名川町教育委員会
(平成28年度～）

グローバル人材の基礎となる
英語運用能力の向上 町内小学校教員

稲美町教育委員会
（平成28年度～） グローバル意識の向上 町内幼稚園、

小・中学校教員

伊丹市教育委員会
（平成29年度～）

外国語活動に対する
意識改革と指導力向上 市内小学校教員

特別支援教育における
地域のトップリーダー

「アドバンスリーダー」の
研修プログラム開発

兵庫県立特別支援教育センター
(平成25年度～） 特別支援教育の

地域トップリーダー育成

特別支援学校のコーディネーター、
支援部員

岐阜県多治見市教育委員会
（平成28年度～）

市内特別支援教育コーディネーターの
一部

➡p.4

➡p.5

➡p.6

➡p.14

大学と連携した英語指導力向上事業（関連ページ→p.14）

英語運用能力向上研修プログラム（稲美町）

学校管理職・教育行政職特別研修（関連ページ→p.4）

兵庫県立特別支援教育センター主催「学校・地域・支援リーダー研修C」

教育最前線
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理
論
と
実
践
を
兼
ね
備
え
た
管
理
職
の
養
成
へ

｢
学
校
管
理
職・教
育
行
政
職
特
別
研
修
」

　
教
育
行
財
政
の
地
方
分
権
化

と
自
主
的
で
自
律
的
な
学
校
経

営
を
進
め
る
改
革
の
中
、教
育
行

政
と
学
校
経
営
の
在
り
方
が
大

き
く
見
直
さ
れ
、そ
の
担
当
者

に
は
新
た
な
力
量
が
求
め
ら
れ

る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
学

校
管
理
職
・
教
育
行
政
職
特
別

研
修
」は
、こ
れ
か
ら
の
兵
庫
に

お
け
る
教
育
行
政
と
学
校
経
営

を
担
う
学
校
指
導
者
が
、そ
の

基
礎
と
な
る
理
論
を
学
ぶ
と
と

も
に
、改
善
を
実
践
で
き
る
力

量
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的

に
、本
学
と
兵
庫
県
教
育
委
員
会

と
の
連
携
企
画
と
し
て
平
成
16

（
2
0
0
4
）年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
毎
年
5
月
～
6
月
に
、計
5

日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
。

本
学
教
職
大
学
院
の
学
校
経
営

コ
ー
ス
や
教
育
政
策
リ
ー
ダ
ー

コ
ー
ス
の
各
教
員
、兵
庫
県
教
育

委
員
会
の
各
課
、教
育
研
修
所
等

の
指
導
主
事
や
管
理
主
事
を
は

じ
め
、県
内
外
の
学
校
関
係
者
を

講
師
や
助
言
者
と
し
て
招
く
な

ど
、多
彩
な
指
導
ス
タ
ッ
フ
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
講
対
象
者
は
、兵
庫
県
内

（
神
戸
市
を
除
く
）の
公
立
の
小

学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
、特
別

支
援
学
校
の
全
て
の
新
任
教
頭

と
、兵
庫
県
教
育
委
員
会
所
属
の

新
任
指
導
主
事
の
約
2
5
0
人

で
す
。演
習
を
中
心
と
す
る
5
日

間
の
研
修
を
通
し
て
、教
育
法
規

や
学
校
危
機
管
理
、地
域
と
の
連

携
協
働
等
の
内
容
に
つ
い
て
、メ

ン
バ
ー
を
固
定
し
た
コ
ー
ホ
ー
ト

（
学
習
を
協
力
し
て
行
う
同
僚

集
団
）で
現
状
の
課
題
や
そ
の
解

決
方
法
な
ど
を
共
有
。学
習
を

深
め
る
と
と
も
に
、リ
ー
ダ
ー
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
で
14
回
目
と
な
る
同

研
修
は
、日
々
複
雑
化・多
様
化
す

る
教
育
現
場
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
る
兵
庫
の
学
校
経
営・教
育
行

政
の
指
導
者
に
と
っ
て
、欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平成29年度実施概要
日程 研修テーマ 対象者
1期：5月17日～19日、 １日目 教育行政・学校経営改革と学校組織マネジメント １期（111人：男性88人、女性23人）

6月12日～13日 ２日目 学校経営ビジョン・業務改善 県立学校の新任教頭等、県教育委員会の新任指導主事等、
2期：5月31日～6月2日、 ３日目 教育法規と学校危機管理・いじめ問題対応 市町立中学校の新任教頭

6月19日～20日 ４日目 労務管理と地域の連携協働・カリキュラム開発 ２期（129人：男性89人、女性40人）
５日目 学校評価と教職員評価・育成 市町立小学校の新任教頭、市町立特別支援学校の新任教頭

平 成16年にスタートした「学校管理職・教育行政職
特別研修」も、今年度で14回目となりました。この

間、延べ3,376人の学校管理職・教育行政職員が受講
し、県内の公立学校（神戸市を除く）に在籍するほぼ全て
の管理職が受講を終えて勤務しています。
　本研修では、発足当初から国、県の施策、学校組織マ
ネジメント、危機管理等、学校経営に必要不可欠なプログ
ラムを一貫して実施しているほか、学校を取り巻く状況に
対応した事例研究や演習を取り入れています。また、5日
間の期間中、同じグループで研修に取り組むことにより、
同期の管理職との横のつながりが強くなる効果も生まれ
ています。
　発足時から体系的な管理職研修のカリキュラムモデル
として全国から注目を集める同研修ですが、毎年、内容や
方法について大学と検討し、その時々に応じた研修となる
ようブラッシュアップを重ねています。今後も兵庫教育大学
との連携を密に図り、学校経営に必要な力量を獲得でき
る研修となるよう、より一層の充実に努めていきます。

兵庫県教育委員会事務局教職員課課長

今
いま

井
い

一
かず

之
ゆき

さん

「学 校管理職・教育行政職特別研修」の特徴は3つあり
ます。第1に、研修企画に際して、学校管理職・教育

行政職に求められる力量を整理し、その実践ができるように
16科目25時限を配置していることです。また、数多くの科目
候補から、現場や自己啓発で学ぶより集合方式の研修の方
が効果の上がるものを精選しています。
　第2に、研修で学んだことの実践への橋渡しの工夫です。
理論や制度を紹介した後、事例で演習し、それを踏まえて、わ
が校での活用を検討します。また、受講生は毎回、研修振り
返りシートを書き、研修終了後には「研修内容のまとめ」「自
己認識の変容レポート」「自分自身の職能開発プラン」を提
出し、研修で学んだことの定着を目指します。
　そして第3は、PDCAサイクルです。研修後の受講者アン
ケートでは、科目ごとに評価を出しています。それらを参考にし
て、毎年度、科目の内容や進め方を改善・改訂しています。本
年度は、25時限のうち5時限に大幅な見直しが入りました。
以上3つの特徴を今後も継続しようと考えています。

学校経営コース長

淺
あさ

野
の

良
りょう

一
いち

 教授

連
携
機
関
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

連携機関の声

事業責任者の声

教育最前線

Kyo i k u-S h i go s en 04



現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
研
修
を
実
現

｢
子
供
の
成
長
と
学
力
向
上
の
た
め
の
市
町
村
教
育
委
員
会
指
導
主
事
の
力
量
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
子
ど
も
の
成
長
と
学
力
向
上

を
支
え
、「
チ
ー
ム
学
校
」を
推

進
す
る
上
で
教
育
委
員
会
や
指

導
主
事
が
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、学
校
の
教
育
課
程
、学
習
指

導
、そ
の
他
学
校
教
育
に
関
す
る

専
門
的
な
指
導・助
言
等
と
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。し
か
し
、そ
の

た
め
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修

等
の
機
会
は
不
足
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、指
導
主

事
に
求
め
ら
れ
る
力
量
形
成
の

た
め
の
研
修
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。

　
本
学
は
か
ね
て
か
ら
明
石
市

教
育
委
員
会
と
連
携
協
力
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、現
職
教

員
の
研
修
や
教
育
活
動
に
深

く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の

連
携
協
力
を
背
景
に
、平
成
28

（
2
0
1
6
）年
に
指
導
主
事
の

力
量
形
成
を
目
的
と
す
る
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
、研
修
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
教
育
委
員

会
と
の
協
議
に
よ
り
、学
校
経

営
、教
科
指
導
、生
徒
指
導
、特

別
支
援
な
ど
明
石
市
の
小・中
学

校
が
抱
え
る
課
題
を
研
修
テ
ー

マ
の
中
心
と
し
、各
テ
ー
マ
に
対

応
で
き
る
本
学
の
教
員
を
講
師

と
し
て
決
定
。そ
し
て
、各
回
の

担
当
指
導
主
事
と
講
師
が
打
ち

合
わ
せ
て
具
体
的
な
内
容
を
固

め
て
い
き
ま
し
た
。ま
さ
に
、明

石
市
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
研
修
を
実
現

し
た
の
で
す
。

　
研
修
参
加
者（
指
導
主
事
）の

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、学
校

教
育
現
場
と
の
連
携
の
重
要
性

に
つ
い
て
述
べ
る
意
見
が
多
く
見

ら
れ
る
と
と
も
に
、こ
の
研
修
で

身
に
付
け
た
ス
キ
ル
を
学
校
教

育
現
場
に
還
元
し
て
い
こ
う
と

す
る
考
え
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と

が
伺
え
ま
し
た
。平
成
29
年
度
以

降
は
、こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

よ
り
実
践
的
な
も
の
と
な
る
よ

う
、内
容
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
く
予
定
で
す
。

研修プログラム シンポジウム
日程 研修テーマ　　　　　　　　　　　　　参加人数 日程
平成28年7月14日 第１回 市町教委指導主事の力量アップのために 34人 平成28年12月３日

7月19日 第２回 生徒指導のいまとこれから 30人 テーマ
8月29日 第３回 教科指導の支援 25人 指導主事の力量形成と資質向上
8月31日 第４回 特別支援教育の充実 25人 ―子供の成長と学力向上のために―
10月21日 第５回 向上心をもって学び続ける指導主事 24人 参加人数　60人

本市教育委員会に在職する指導主事の多くは、学校
現場に戻り管理職になります。しかし、年齢や経験

年数の幅や配置部署も多様で、研修は自身の職務に係
ることが中心で機会も限られており、「学び続ける指導主
事」であるための組織的な研修体制の構築が課題となっ
ていました。
　本プログラムでは、研修内容を本市の学校現場が抱え
る課題とし、各回の研修テーマに沿った担当課・担当者に
よる問題提起を取り入れました。講師との打ち合わせなど
を密にすることで指導主事の調整能力やプレゼン能力等
の向上を図ることができました。また、グループ演習が多く、
自身が管理職ならどのように対応するのかという視点を持
ち、学校への指導助言について具体的な協議ができまし
た。課題の捉え方、課題解決の着眼点、アドバイスポイン
トについて演習を進め、学校経営ビジョンだけでなく、成果
指標等の見直しについても助言を受け、本市の教育施策
を見直す良い機会にもなりました。

明石市教育委員会事務局次長（指導担当）

平
ひら

田
た

高
たか

之
ゆき

さん

本事業（教員の資質向上のための研修プログラム開
発事業）は、平成28年度に、独立行政法人教員研

修センター（29年度から独立行政法人教職員支援機構）
の委嘱を受けて、「子供の成長と学力向上のための市町
村教育委員会指導主事の力量形成プログラム」の開発
を、明石市教育委員会と本学の教職大学院を中心とした
教員が共に行ったものです。
　本プログラムの大きな特色は、明石市の担当指導主事
が学校教育現場の教育課題を分析し、それを解決するた
めの研修の内容を本学教員と共に創り上げたことにありま
す。また、担当指導主事を中心に全ての部署の指導主事
が、それぞれのプログラムに参加したことにあります。なぜな
ら、指導主事はいずれ管理職として学校教育現場に戻り
ます。学び続ける指導主事は、学び続ける管理職となり、
学び続ける教員と子どもを育てることになるからです。
　明石市教育委員会との研究成果が各地に広がること
を期待しています。

米
こめ

田
だ

  豊
ゆたか

 副学長

連
携
機
関
　
明
石
市
教
育
委
員
会

連携機関の声

事業責任者の声

教育最前線
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学
校
管
理
職
の
組
織
運
営
能
力
向
上
の
た
め
に

「
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
学
校
管
理
職
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」

　
現
在
、多
く
の
学
校
管
理
職
研
修

に
用
い
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト「
学

校
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修－こ
れ

か
ら
の
校
長
、教
頭
等
の
た
め
に
」

は
、国
を
は
じ
め
都
道
府
県
、市
町

村
に
お
い
て
、管
理
職
に
必
要
な
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。そ
の
中
で
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
基
本
原
理
は
、①
管
理
職
は
組
織

の
ビ
ジ
ョ
ン「
共
通
目
標
」を
打
ち

出
す
こ
と
、②「
現
状
」を
把
握
す

る
こ
と
、③
目
標
と
現
状
の
ギ
ャ
ッ

プ
か
ら
課
題
を
捉
え
、資
源
を
有
効

に
活
用
し
方
策
を
立
て
る
こ
と
の

3
点
で
あ
り
、①
→
②
→
③
の
順
番

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
こ
と
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、

学
校
は
校
長
と
い
う
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
が
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る

「
学
校
教
育
目
標
」を
し
っ
か
り
打

ち
出
す
こ
と
が
通
例
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
た
め
、「
学
校
教
育
目
標
」

を
校
長
一
人
で
考
え
る
こ
と
と
な

り
、教
職
員
、児
童・生
徒
、地
域・保

護
者
と
の
共
有
は
十
分
と
は
言
え

な
い
状
況
で
す
。

　
文
部
科
学
省「
総
合
的
な
教
師

力
向
上
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、本
学
で
は「
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
」の
改
正
や
平
成
27
年
12

月
21
日
中
央
教
育
審
議
会
答
申
を

受
け
、こ
の
順
番
性
を
②
→
①
→
③

と
並
べ
替
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
考

え
か
ら「
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る

学
校
管
理
職
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」

を
開
発
し
ま
し
た
。こ
れ
は
学
校
に

お
け
る
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
い
わ

ゆ
る「
企
業
型
か
ら
公
務
員
型
に
」

変
え
る
作
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
研
修
に
当
た
っ
て
は
、六
つ
の
テ

キ
ス
ト（
情
報
収
集
、分
析
、構
想
、

企
画
、実
行
、判
断
）を
作
成
し
、全

国
へ
の
波
及
効
果
も
考
慮
し
た
上

で
、講
師
育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

28
年
度
に
は
全
国
6
地
域
で
約
千

人
の
学
校
管
理
職
を
対
象
に
研
修

を
実
施
。29
年
度
は
前
年
度
の
研
修

内
容
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
も
含
め
、

9
地
域
に
広
げ
て
約
1
3
0
0
人

を
対
象
に
、各
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
体
制
で
行
う
予
定
で
す
。

平成29年度実施予定
対象者 対象者

北海道 小学校、中学校、高校、特別支援学校の副校長、教頭、校長２年目以上46人 神戸市 ２年目の校園長約40人
長野県 小学校、中学校、特別支援学校の校長（新任約100人、２年目約400人） 函館市 小学校、中学校の校長、教頭（新任、２年目、３年目）約70人
福井県 小学校、中学校、高校の新任教頭約80人 浜松市 小学校、中学校の校長約150人
三重県 小学校、中学校、高校の新任教頭約120人 延岡市 小学校、中学校の校長約40人
沖縄県 小学校、中学校の校長、指導主事約90人

学校現場には対処しなくてはならない課題が多くあり
ます。学力向上、いじめ対策、インクルーシブ教育、

道徳・英語の教科化などに加え、教員の多忙化対策もク
ローズアップされてきました。それらを総合的に解決しよう
と思えばカリキュラム・マネジメントが重要ですが、組織力
の強化に向けて、管理職の学校運営能力向上も欠かす
ことはできません。
　しかし、人は自己の経験値の中から判断し行動する傾
向があり、新たな状況や未知の分野にどう対応したらよい
かを学ぶ機会は意外と少ないものです。本研修は知識を
持ち帰ったり正解を探したりするのではなく、参加者同士
の意見交換や事例研究を通して考え方を学び、学校管
理職としてのマネジメント能力を向上させることを目指して
います。
　自身の傾向（クセ）や弱点に気付かせてくれる大変貴重
な機会になりました。

神戸市立高羽小学校校長
（前神戸市教育委員会 総合教育センター首席指導主事）

稲
いな

垣
がき

  健
たけし

さん

平成27年4月の「地方教育行政の組織及び運営に
関する法律」の改正は、教育行政への影響は言う

に及ばす、学校現場にも大きな影響を与えるものでした。
今回の改正では、戦後確立した教育委員会制度の原則
でありながら教育の世界ではどちらかというと軽んじられて
きた、教育における民主性の担保や地方分権がクローズ
アップされました。
　これらの改正を受けて、学校現場の意識を変えることは
非常に重要なことです。文部科学省はこれらのことから、
兵庫教育大学先導研究推進機構を中心に構成する研
究会に、新教育委員会制度下における学校管理職研修
プログラムの開発研究を委嘱し、5年目を迎えています。
　プログラムは現在も開発中ですが、マネジメントとリー
ダーシップについて、完成すれば12のテキストから構成さ
れる予定です。現在、北海道、長野県、福井県、三重県、
長崎県、沖縄県、浜松市、神戸市、函館市、下関市がこの
テキストを使い、半日から一週間の範囲でそれぞれの状況
に応じて管理職研修を実施しています。

教育政策リーダーコース長

日
ひ

渡
わたし

  円
まどか

 教授

連
携
機
関
　
神
戸
市
教
育
委
員
会
ほ
か

連携機関の声

事業責任者の声

教育最前線
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本
研
究
で
は
、附
属

小
学
校
教
員
を

中
心
と
し
て
立
ち
上
げ
た

地
域
に
お
け
る
算
数
授
業

研
究
会「
共
に
算
数
を
語

る
会
」が
、授
業
研
究
を

中
心
と
し
た
活
動
を
通

し
て
、ど
の
よ
う
に
若
手

教
員
が
力
量
形
成
し
て
い

く
の
か
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
主
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
同
会
は
、算
数
科

教
育
を
中
心
と
し
て
い
ま

す
が
、学
校
教
育
全
般
に

わ
た
る
こ
と
も
対
象
と
し
、

ま
ず
は
自
身
の
教
育
実
践

を
語
り
、そ
し
て
他
者
の

教
育
実
践
を
聴
く
場
、言

い
換
え
れ
ば
、互
い
の
教

育
実
践
を
語
り
合
う
場
と

し
て
設
立
し
た
授
業
研
究

会
で
す
。具
体
的
に
は
、昨

年
度
は「
授
業
ビ
デ
オ
の

事
例
研
究
」「
教
材
研
究
」

「
学
会
や
研
究
発
表
会

へ
の
参
加
」「
実
践
発
表
」

「
書
籍
作
成
」の
5
つ
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
教
員
の
力

量
形
成
に
ど
の
よ
う
に
有

効
で
あ
っ
た
の
か
を【
表
】

に
整
理
し
ま
し
た
。

　
【
表
】の
よ
う
な
授

業
研
究
会
の
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
、若
手
、中

堅
教
員
、メ
ン
タ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
教
員
が
共
に
高
め

合
っ
て
い
け
る
関
係
性

が
重
要
で
す
。つ
ま
り
、

若
手
教
員
と
メ
ン
タ
ー

の
関
係
が
、教
え
て
も

ら
う
・
教
え
る
関
係
で

は
な
く
、共
に
高
め
合
う
関
係
で

あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。学
習
会

に
参
加
し
て
聴
く
だ
け
で
、力
量

が
つ
い
た
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま

す
が
、本
当
の
力
量
形
成
に
は
な

か
な
か
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
で

す
。や
は
り
、【
表
】の
⑴
～
⑸
の

多
様
な
活
動
を
、段
階
を
追
っ
て

経
験
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
一
人

一
人
の
力
量
形
成
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
す
。

●「理論と実践の融合」に関する共同研究活動とは
／兵庫教育大学のミッションの一つである「教育実践
学の推進」をより一層図り、その成果を国内外に発信
し、学校現場や教育委員会のニーズに応えるため、平
成23（2011）年度から「理論と実践の融合」に関する
学際的な共同研究を教員から公募し展開しています。

活動内容 力量形成

（１）授業ビデオの事例研究
（授業の映像を見合い、グループで意見交換する）

▶授業を見る視点が増える。
▶授業で使う言葉が増える。
▶自分の課題を知る。

（２）教材研究
（全国学力調査を分析し、指導案を作成する）

▶�視点を増やした段階で、自分自身の手で指導案「ボイスチャート」
を作成する。
▶�分析や指導案を作成するプロセスの中に自然と算数の教材研究
が入ってくるので、教科研究の力がつく。

（３）学会や研究発表会への参加
▶新たな視点を入れる。
▶�外部での実践の紹介や意見をもらうことで、知見を増やし学びを
深めていく。

（４）実践発表
（自身の１年間の実践をまとめ、プレゼン発表する）

▶１年間、自身が実践してきたことを整理する。
▶自分の成長の実感と次への課題の明確化をする。

（５）書籍作成
（自身の実践について分析し文章にまとめる）

▶書く活動を通して、自分の実践を振り返る機会になる。
▶�授業の発話記録を書き出すことで、客観的に自分を振り返ること
ができる。
▶�書く活動の途中で関係した文献を読むので、実践と理論がつな
がっていく。

地域における算数の授業研究会を通した、
教師の力量形成プログラムの開発

（平成27・28年度「理論と実践の融合」に関する共同研究活動に採択）

兵庫教育大学附属小学校
教諭

指
さし

熊
くま

　衛
まもる

R
E

S
E

AR
C

H
 S

T
U

D
Y

 R
E

P
O

R
T

授業ビデオ視聴の様子
グループの意見を整理した模造紙

グループで意見を交換する様子

作成した書籍「『こ
の子の算数』に培い
拓く 子どもの声で授
業をデザインする」

研究レポート

【表】教師の力量形成プログラム
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Q&A

ZOOMIN

専
門
の
研
究
内
容
は
。

教
員
に
は
職
務
遂
行
能
力
を

高
め
る
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な

研
修
を
受
け
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。各
研
修
が
い
か
に
有
効
に
作
用
し

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

学
校
経
営
や
教
育
行
政
の
視
点
か
ら
職

能
開
発
を
促
進
す
る
支
援
の
在
り
方
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

管
理
職
や
指
導
主
事
向
け
の

研
修
で
も
講
師
を
務
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

最
近
は
学
校
の
危
機
管
理
に

関
す
る
幅
広
い
テ
ー
マ
で
の
要

請
が
増
え
て
い
ま
す
。共
通
し

て
、全
て
の
教
職
員
に
当
事
者
意
識
を

持
た
せ
、関
係
機
関
の
協
力
も
得
な
が

ら
予
防
に
努
め
る
べ
き
と
強
調
し
て
い

ま
す
。ま
た
、未
然
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
に

加
え
て
、危
機
発
生
時
の
対
応
か
ら
再

発
防
止
策
ま
で
、具
体
的
な
事
例
を
盛

り
込
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

学
生
へ
の
指
導
で
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
。

学
校
経
営
コ
ー
ス
の
学
生
は
全

員
が
現
職
教
員
で
、将
来
、管

理
職
や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
を
嘱
望
さ
れ
て
い
ま

す
。私
自
身
も
現
職
の
時
に
兵
教
大
大

学
院
に
派
遣
さ
れ
、現
場
に
戻
っ
た
後
に

博
士
課
程
に
進
学
し
た
と
い
う
同
じ
よ

う
な
道
を
歩
ん
で
き
た
の
で
、そ
の
経

験
を
踏
ま
え
て
職
場
や
地
域
で
求
め
ら

れ
る
役
割
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。修
了
後
は
多
様
な
経
験
を
生
か
し

て
、さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
と
実
践
へ

の
還
元
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
高
度
専
門
職
業
人
と
し
て
、教
育

界
の
活
性
化
を
先
導
し
て
い
く
存
在
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「ポケットに残ったコイン
を入れていたら、いつの
間にかこんなにたまって
いました」。特に印象深
い国は、文化が多様で
食べ物がおいしいメキシ
コや、自然豊かなニュージーラン
ド。旅先では地元のお酒を味わ
うことも楽しみの一つだという。

旅した国は80カ国以上

派遣留学時代は「ドン・キホーテ」の作者、ミゲル・
デ・セルバンテスの生まれた街としても有名なアル
カラ・デ・エナーレスに暮らし、世界各国から集まっ
た留学生たちと交流を深め
た。そこで鍛えた語学力は
今も健在。奥さんがスペイ
ン系のため、家での会話は
もっぱらスペイン
語だとか。

スペイン語が堪能

メッセージで埋め尽くされ
た寄せ書きボールと、名前
入りの泡盛はそれぞれ、高
校を離任する時に野球部
員とその保護者から贈られ
たもので、今も大切に保
管している。最近はその頃
の教え子から結婚式に招
かれる機会も増えているそ
う。「卒業後も、彼らの成
長ぶりを身近に感じられる
のは幸せなことです」

教え子たちとの絆は今も

現在の道に進むきっかけ

「教員になったのは、高校野球の顧問になりた
かったから」と明言するほど大の野球好きで、高
校在任中はずっと、コーチや監督として野球部
に関わっていた。指導者時代の最高成績は、
浦添商業高校での夏の甲子園ベスト4。心身

のコンディシ
ョニングに加
えて、メディア
対 応や応 援
団の取りまと
めなどにも奔
走したという。

実は甲子園経験者

教員としての成長を求め、自ら志願して海を渡った
ニカラグアでは、国立経営経済技術学校で教育
経営などに携わった。その経験が、大学院で教育
経営を専攻するきっかけに。写真は、当時デスク
に置かれていたネームプレートと、木彫りの国章、
コップとしても使える木の実
をくり抜いた民芸品。

🆀🆀🆀 🅰🅰🅰

学校経営コース
當
とう

山
やま

清
きよ

実
さね

 准教授  

この先生にズームイン

沖縄県出身。平成元（1989）年、大学卒業と同時に商業
科教諭となり、沖縄県内の高校で勤務。5年に青年海外
協力隊員としてニカラグア共和国に派遣され、国際協力
活動に従事。その後、スペイン・アルカラ大学、兵庫教育
大学大学院（修士課程・博士課程）で学びを深める。沖縄
県教育庁社会教育主事、県立那覇商業高校教頭などを
経て、27年から現職。専門は教師教育、教育経営。授業は

「教員の社会的役割と自己啓発」「学校危機管理の理論
と事例演習」（ともに専門職学位課程）などを担当。

先生に質問！
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問兵庫教育大学都道府県連携推進本部　30795・44・2406　50795・44・2376　Hyokyo-net ▶▶▶htt p://www.hyokyo.net

◎開催日 8月5日㊏・6日㊐
◎会場 アルカディア市ヶ谷 私学会館（東京都千代田区）
◎内容 修了生の教育実践研究活動等に係る表彰、教育実践発表 

講師：福田光完学長、永田繁雄東京学芸大学教職大学院教授 
巡検：選択型 ①「下町ここイチ」コース、②「表参道・渋谷プチッとドライブ」
コース、③「靖国神社と国会議事堂」コース、④「皇居東御苑」コース

大学院同窓会総会は各都道府県支部の持ち回りとしており、今年は東京都
で開催します。詳細については「Hyokyo-net」をご覧ください。

大学院同窓会総会・研究大会【関東大会】の開催

▶同窓会・都道府県連携推進本部からのお知らせ

第37回

内面を理解し支えることの
大切さを学びました

人との出会いを
大切にしてください

当
時
、「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
た
い
！
」と
い
う

単
純
な
思
い
だ
け
で
、大
学

院
で
の
学
び
を
始
め
ま
し
た
。

在
学
中
、一
番
学
び
が
深
か
っ

た
こ
と
は
、教
育
現
場
で
行

わ
れ
た
実
習
で
し
た
。表
面

的
な
ス
キ
ル
だ
け
で
は
駄
目

だ
と
気
付
か
さ
れ
た
の
で
す
。

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
脇
役
で
す
。主

役
と
な
る
子
ど
も
、保
護
者
、

先
生
方
の
内
面
を
理
解
し

支
え
る
こ
と
が
、何
よ
り
も

重
要
だ
っ
た
の
で
す
。見
え
な

い
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
力

で
す
。

　

現
場
に
戻
っ
て
か
ら
も
常

に
そ
れ
を
心
掛
け
、意
欲
や

自
信
を
高
め
る
通
級
に
よ
る

指
導
、悩
み
や
具
体
的
な
方

法
を
共
有
す
る
教
育
相
談

に
取
り
組
み
ま
し
た
。子
ど

も
の
持
て
る
力
が
発
揮
さ
れ
、

成
長
を
保
護
者
や
先
生
方

と
共
有
で
き
た
時
は
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　

本
年
度
か
ら
学
校
が
変
わ

り
、中
学
部
生
徒
の
担
任
を

し
て
い
ま
す
。新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
す
が
、過
去
の
経
験

ば
か
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、常
に

新
た
な
視
点
と
学
ぶ
姿
勢
を

持
ち
、う
ま
く
融
合
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
。多
様
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
の
時
代
、皆
さ

ん
自
身
が
よ
り
魅
力
的
で
多

様
性
の
あ
る
人
間
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

二
つ
の
高
校
で
担
任
と

し
て
卒
業
生
を
送

り
出
し
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と

授
業
改
善
を
目
的
に
大
学

院
に
進
学
し
ま
し
た
。当
時

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
教
材
や
指
導
方
法
が

教
育
現
場
に
も
普
及
し
始

め
た
頃
で
、パ
ソ
コ
ン
も
で

き
な
い
の
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

支
援
に
よ
る
協
調
学
習
を

テ
ー
マ
に
研
究
に
取
り
組
み

ま
し
た
。ゼ
ミ
で
は
社
会
文

化
的
理
論
に
基
づ
く
英
語

教
育
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、

こ
の
た
び
公
示
さ
れ
た
新

学
習
指
導
要
領
を
支
え
る

学
習
観
に
つ
い
て
20
年
近

く
も
前
か
ら
教
え
て
い
た
だ

い
て
い
た
の
だ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

大
学
院
で
出
会
っ
た

方
々
と
は
今
も
交
流
が
続

い
て
い
ま
す
。
現
任
校
は

S
G
H
指
定
校
で
、ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
に
も
加
盟
し
て

お
り
、国
際
交
流
事
業
も

積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
活
動
を
支

え
て
い
る
の
は
や
は
り
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
識
と
い

う
の
は
決
し
て
観
念
的
に

形
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、特
に
若
い
学
生
の
方
に

は「
経
験
す
る
」こ
と
が
必

要
と
思
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
通
し
て
得
ら
れ

る
新
し
い
人
た
ち
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

➡
教
室
で
健
康
観
察
を
し
て
い
る
様
子

扌
米
国
シ
ア
ト
ル
交
流
校
受
入
れ
事
業
の
様
子

平成14（2002）年、学校教育研究科教科・領域教育専
攻言語系コース（英語）修了。現任校では研究部主事、
グローバル教育推進室室長として国際交流、ユネスコス
クール関連事業をコーディネートし、体験からの課題探究
を通したグローバルリーダーの育成に尽力している。

丹波市出身。平成11（1999）年、学校教育学部社会
系専修コースを卒業後、社会人等を経て小学校教諭とし
て勤務。22（2010）年に特別支援教育コーディネーター
コースを修了。新温泉町で学校生活支援教員（通級指
導教室担当）として7年間勤め、本年度から現職。

岩
い わ

見
み

理
り

華
か

さん
神戸大学附属中等教育学校教諭

片
か た

瀬
せ

廉
き よ

士
し

さん
兵庫県立出石特別支援学校みかた校教諭

同窓生からの手紙

LETTERS FROM OB & OG

28年度
文部科学大臣

優秀教職員表彰
受賞

28年度
文部科学大臣

優秀教職員表彰
受賞
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リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

資
質
向
上
を
目
指
し
て

　

リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
は
、各
ク

ラ
ブ
の
代
表
者
が
集
ま
っ
て
研
修

を
受
け
た
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
を

互
い
に
討
議
し
た
り
し
て
、よ
り
良

い
ク
ラ
ブ
を
目
指
す
も
の
で
す
。平

成
28
年
度
は「
学
生
リ
ー
ダ
ー
向
け

『
7
つ
の
習
慣
』」の
研
修
を
受
け

ま
し
た
。例
え
ば
、「
自
分
と
他
者

のw
in-w

in

を
考
え
る
よ
う
に
す

る
」だ
っ
た
り
、「
目
的
を
持
っ
て
行

動
す
る
」な
ど
で
す
。そ
の
中
で
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、基
礎

原
則
で
あ
る「
広
い
視
野
を
持
ち
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
を
変
え
る
こ
と
」。そ

れ
が
、長
期
的
、本
質
的
な
変
化
を

得
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

教
員
に
な
り
担
任
を
受
け
持
つ

こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
こ
と
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。そ
こ
で
、こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学

ん
だ
習
慣
を
身
に
付
け
て
、子
ど

も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
成
長
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
教
員
に
な
り
た
い

で
す
。

子どもたちの国際交流をプロデュース学内を舞台に国際交流の機会を提供

課外プロジェクト紹介

HICプロジェクト カンボジアと日本をつなぐ手紙トラベラー

　学校教育学部の学生を中心とした5人のメンバーが取り組んだのは「一
通の手紙」で2つの国の子どもたちをつなぎ、互いの国について理解を深め
させることでした。日本の子どもたちにカンボジアと「手紙の良さ」について理
解を促す授業を行い、子どもたちが書いた絵手紙を携えてカンボジアへ。今
度はカンボジアの子どもたちが書いた返事を預かって日本の子どもたちへ。
一通の手紙から「相手のことを知りたい」「一度、会ってみたい」という国際
理解教育における最も重要な基礎となる部分を育てるという目的を達成し
た今、メンバーたちは「さらに相互理解や交流を深める活動を続けていきた
い」と意欲を新たにしています。

　兵庫教育大学国際交流サークル（HUTE International Circle）は、留
学生と日本人学生が共にイベントを企画・運営することで異文化理解を深
めるプロジェクト活動を行っています。平成28（2016）年度は、日本の「栗ご
飯」の調理・試食とメキシコの「ピニャータ割り」を体験する異文化交流会を
開催し、大学祭ではベトナム料理「フォー」の屋台を出店しました。さらに、留
学生のフレンドシップファミリーを中心とした地元の人々の協力を得て、日本
文化を体験しながら交流を深めるイベント「もちつき大会」と「節分」を開きま
した。今後も、相互理解を促すさまざまなイベントを企画し、活動を展開してい
く予定です。

プロジェクト名 プロジェクト名

紹介者

相さ
が

良ら

尚な
お

希き

さ
ん

学
校
教
育
学
部

生
活
・
健
康
系
コ
ー
ス
4
年

クラブ紹介 平成28年度リーダーズセミナー

LEADERS SEMINAR

Data
実施日／3月15日
実施場所／共通講義棟304室
参加者／体育系：55人〔課外活
動団体の次期リーダー48人（24
団体×2人）、指導学生（体育会役
員）5人、教職員2人〕
文化・芸術系：20人〔課外活動団
体の次期リーダー16人（8団体×2
人）、指導学生（文化会役員）2人、
教職員2人〕

【主な内容】
討議テーマ▶体育会／文化会と
してのこの1年の振り返り
－次年度の活性化にむけて－

全体研修▶フランクリン・コヴィー・
ジャパン㈱による、フランクリン・
コヴィー・エデュケーションセミナー

「7つの習慣」を軸としたリーダー
シップ教育プログラム研修（大学
生向け）

➡（後列左から）笠原健志さん、廣瀬綾香
さん（平成29年3月卒業）、川口智史さん、

（前列左から）岡田陽南さん、普輪㟢捺
月さん

扌（左から）古泉啓悟さん、ドミンゲス・ガルフィアス・パメラさ
ん（平成29年3月修了）、鎌田奏さん（同）、普輪﨑捺月さ
ん、岡田陽南さん、（手前）原直子さん

➡もちつき大会の様子

➡カンボジアでの活動の様子
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日
本
で
は
6
人
に
1
人
の
子

ど
も
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。そ
ん
な
中
、学
校

教
育
学
部
4
年
の
多
田
実
乘
さ
ん

は「
兵
庫
子
ど
も
支
援
団
体
」を
仲

間
と
立
ち
上
げ
、経
済
的
・
家
庭
的

に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
や
虐
待

防
止
支
援
、小
児
が
ん・
難
病
支
援

な
ど
を
展
開
し
て
き
た
。そ
の
活
動

が
評
価
さ
れ
、昨
年
11
月
に
第
10
回

よ
み
う
り
子
育
て
応
援
団
大
賞
奨

励
賞
を
受
賞
。社
会
的
に
認
め
ら

れ
た
こ
と
で
、「
活
動
は
も
は
や
自

分
た
ち
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
」と
、

N
P
O
の
法
人
格
も
取
得
し
た
。

　

最
初
の
一
歩
は
高
校
1
年
生
の

時
。友
人
や
生
徒
会
を
巻
き
込
み
、

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
の
11

月
に
街
頭
で
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

「
何
か
や
り
た
い
な
と
考
え
た
時

に
、中
学
校
で
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を

も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
」と

軽
い
気
持
ち
で
始
め
た
と
い
う
活
動

は
、翌
年
も
、そ
の
翌
年
も
続
け
た
。

そ
し
て
3
年
生
の
秋
、卒
業
後
も

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

し
た
い
と
、共
に
兵
教
大
に
進
学
し

た
言
語
系
コ
ー
ス
4
年
の
横
山
和

可
さ
ん
、今
は
別
の
大
学
で
同
じ
く

教
員
を
目
指
し
て
い
る
同
級
生
と

3
人
で
設
立
し
た
の
が
同
団
体
だ
。

　

大
学
に
入
学
後
の
1
年
間
は

他
の
N
P
O
法
人
で
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
び
、2
年
生
の
5
月
に
明

石
市
内
の
公
共
施
設
の
一
室
を
借

り
て
学
習
支
援
事
業
を
開
始
し

た
。低
所
得
世
帯
や
一
人
親
家
庭
、

多
子
世
帯
な
ど
の
小
中
学
生
に
対

し
、週
1
回
、大
学
生
や
社
会
人
の

チ
ュ
ー
タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学

習
指
導
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、昨

年
に
は
加
東
市
内
で
も
教
室
を
開

い
た
。

　

参
加
者
は
口
コ
ミ
な
ど
で
徐
々
に

増
え
、現
在
は
明
石
18
人
、加
東
9

人
が
登
録
し
て
い
る
。参
加
費
は
ひ

と
月
6
0
0
円
を
上
限
と
し
、小

学
生
に
は
自
分
た
ち
で
作
っ
た
テ
キ

ス
ト
も
用
意
。学
習
中
は
雑
談
を

交
え
た
り
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
組
み

込
ん
だ
り
し
て
子
ど
も
た
ち
が
飽

き
な
い
よ
う
工
夫
し
、勉
強
の
習
慣

化
に
は
保
護
者
の
協
力
も
不
可
欠

と
、学
習
記
録
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
て
も

ら
い
た
い
力
を
育
む
た
め
に
、や
り
た

い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」と

話
す
自
身
の
将
来
の
夢
は
、小
学

校
の
教
員
。「
学
習
支
援
を
通
じ
て
、

子
ど
も
が
ど
こ
に
つ
ま
ず
く
の
か
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
を
実
際

の
授
業
で
も
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
教
材
研
究
を
し
て
い
き
た

い
で
す
」

学校教育学部
自然系コース4年

多
た

田
だ

実
み

乘
のり

さん

平成7（1995）年、明石市生まれ。県立
明石北高校在学中の23年11月に仲間
と「兵庫子ども支援団体」を設立し、27
年5月に小学4年生から中学3年生まで
を対象にした学習支援事業（学習支援
「かがやき」）を開始。立ち上げ当初から
代表を務める同団体は昨年、第10回よ
みうり子育て応援団大賞奨励賞を学生
団体では初めて受賞した。
兵庫子ども支援団体ホームページ
▶http：//hpcso.com/

「明石かがやき」での学習支援の様子

厳しい状況に
置かれている
子どもの成長を
手助けしたい

S
H

I
N

Y
 

P
E

R
S

O
N

キ
ラ
リ
な
人
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↓ 海外派遣プログラム
派遣実績（平成28年度）

オーストラリア
英語研修プログラム

ベトナム現地体験
研修プログラム

欧州文化研修プログラム
（フィンランド）

「学生の間に海外に行きた
い」と参加したオーストラリ
ア英語研修プログラムは、
毎日が刺激的で充実してい
ました。平日はINFORUM
という学校に通い、担任の
先生が丁寧に教えてくれる
ので楽しかったです。休日
は自由な時間もあり、短期
間でもオーストラリアを満喫
できました！将来、教員にな
ったときに体験談を児童に
話したいです。また、現地で
買った北半球と南半球の
入れ替わった世界地図を
授業で使いたいと思います。

世界各国で行われている本学の
海外短期派遣プログラムでは、現
地学校の授業を観察したり教職
員に話を伺ったりと多様な体験が
可能です。語学、サブカルチャー、
国際理解など、きっかけはさまざま
で良いと思いますが、ぜひ学生の
うちに留学経験を持つことをお勧
めします。行かないと分からないこ
とがたくさんありますヨ。異文化を
経験し、日本と比較することができ
れば、皆さんの日常にあふれる事
象も違ったものに見えてくるかも。

何気なく兵教大のホームページを
見ていたら募集記事が目にとまり、
直感的に「行きたい」と感じまし
た。現地の教員養成大学や小学
校を訪問し交流するというもので、
しかも旅費は大学の補助があり
比較的安いのです。学校経営を
学ぶ私にとって、異国の学校の
経営トップの人たちとのセッション
は、必要な知識・技能を身に付け、
社会性を育てるという教育の基
本や公教育の在り方などをあらた
めて考える良い機会になりました。

経
験
談
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

現
地
に
行
か
な
い
と

分
か
ら
な
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
！

魅
力
的
な
内
容
に

引
か
れ
参
加

教
育
を
考
え
直
す
機
会
に

生活・健康・情報系教育コース
欧州文化研修プログラム（フィンランド）を引率

小
お

田
だ

俊
とし

明
あき

 准教授

生活・健康系コース4年
オーストラリア英語研修プログラムに参加

芦
あし

田
だ

莉
り

恵
え

さん

専門職学位課程
学校経営コース2年
ベトナム現地体験研修プログラムに参加

田
た

中
なか

康
やす

夫
お

さん

HYOKYO'S DATA

　

兵
庫
教
育
大
学
で
は
、海
外
の
交
流
協
定
大
学
等
と
の
連

携
に
よ
り
、現
地
の
学
校
視
察
や
文
化
研
修
、現
地
の
子
ど
も

た
ち
や
学
生
と
の
交
流
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
海
外
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。参
加
学
生
の
内
訳
を
見
る
と
、

全
体
と
し
て
は
大
学
院
生
が
学
部
生
を
や
や
上
回
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、体
験
レ
ポ
ー
ト
か
ら
は
ど
ち
ら
も
、単
な
る
異
文
化
体

験
・
交
流
の
機
会
で
は
な
く
、教
員
と
し
て
の
未
来
を
見
据
え

た
参
加
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
外
国
語
活
動
の
充
実
」と
と

も
に「
体
験
活
動
の
充
実
」も
示
さ
れ
て
い
る
。教
員
と
し
て
子

ど
も
た
ち
を
導
く
た
め
に
、自
身
の
経
験
を
深
め
る
機
会
に
し

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

未
来
を
見
据
え

経
験
を
深
め
る
機
会
に

データで見る兵教生

～「兵庫教育大学トビタテ海外派遣プログラムガイドブック2017」から検証～

兵教大生と海外体験

プログラム名 学部生 大学院生

第４回ＤＨＰプログラム（韓国〈大邱〉） 9
欧州文化研修プログラム（スイス） 7
オーストラリア英語研修プログラム 6
欧州文化研修プログラム（フィンランド） 4 7
ベトナム現地体験研修プログラム 2 9

計 21 23
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ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
を
は
じ
め
、

サ
ン
ダ
ン
ス
映
画
祭
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
映
画
祭
で
注
目
を
浴
び
た

作
品
。拒
食
症
で
入
院
し
て
い
た
主

人
公
イ
ヴ
が
、病
院
を
抜
け
出
し
た

先
で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
音
楽
を

作
り
始
め
ま
す
。魅
力
的
な
の
に
ど
こ

か
孤
独
を
感
じ
さ
せ
る
イ
ヴ
と
、密
か

に
彼
女
に
恋
を
す
る
草
食
系
男
子
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
。甘
く
て
切
な
す
ぎ
る
恋
、

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
が
ポ
ッ
プ
な
音

楽
で
始
ま
り
ま
す
。こ
の
作
品
を
見
て
、

主
人
公
の「
儚は

か
な

く
て
、美
し
い
」歌
声

に
た
く
さ
ん
の
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

心
躍
る
音
楽
、ポ
ッ
プ
な
衣
装
、主
人

公
の
心
情
の
変
化
、全
て
が
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

こ
の
数
年
間
、桜
の
季
節
に
な
る

と
必
ず
訪
れ
る
場
所
が
あ
り

ま
す
。京
都
市
内
の
賀
茂
川
に
架
か

る
御
薗
橋
か
ら
北
山
大
橋
に
至
る
約

1
㌔
の
川
沿
い
の
桜
並
木
で
す
。

　
桜
の
名
所
が
多
い
京
都
で
す
が
、人

は
若
干
少
な
め
で
開
花
時
期
は
少
し

だ
け
遅
く
、入
学
式
等
が
一
段
落
し

た
時
期
で
も
落
花
盛
ん
な
桜
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。上
賀
茂
神
社
の

「
御
所
桜
」「
斎
王
桜
」と
い
う
有
名

な
桜
の
木
を
楽
し
ん
だ
後
、神
社
前

で
お
土
産
の「
や
き
も
ち
」を
買
い
、賀

茂
川
沿
い
に
点
在
す
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス

ト
ラ
ン
で
休
憩
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
桜

並
木
を
散
策
す
る
。さ
あ
、い
よ
い
よ

新
し
い
年
度
が
始
ま
っ
た
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

泣
き
笑
い
せ
つ
な
ポ
ッ
プ
3
人
組

（
今
放
牧
中
）い
き
も
の
が

か
り
の
歌
に
高
校
時
代
か
ら
魅
了
さ

れ
、全
て
の
曲
を
聴
い
て
い
ま
す
。名

曲
ぞ
ろ
い
の
中
、個
人
的
に
は
山
下

穂
尊
さ
ん
作
詞
作
曲
の
歌
が
好
き

で
す
。そ
し
て
、吉
岡
聖
恵
さ
ん
の

歌
唱
力
は
い
つ
聴
い
て
も
素
晴
ら
し

い
で
す
よ
ね
。

　
そ
の
中
か
ら
、「
真
昼
の
月
」を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。古
語
で
つ
づ

ら
れ
た
歌
詞
は
日
本
語
の
美
し
さ
が

切
な
い
ほ
ど
感
じ
ら
れ
、澄
ん
だ
月

光
を
思
わ
せ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
少
し

演
歌
風
。和
の
ア
レ
ン
ジ
が
、聴
く
た

び
に
耳
の
奥
に
残
り
ま
す
。良
か
っ
た

ら
、聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
、考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。も
し
か
し

た
ら
、こ
の
本
の
中
に
答
え
の
一
つ
が

見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。迷
子
の

子
猫
ル
ド
ル
フ
が
出
会
っ
た
の
は
大
き

な
ノ
ラ
猫
。イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ
と
い
う

変
な
名
前
の
そ
の
猫
は
、ル
ド
ル
フ
に

ノ
ラ
生
活
の
イ
ロ
ハ
と
人
間
が
使
う
文

字
を
教
え
な
が
ら
、口
癖
の
よ
う
に
こ

う
言
い
ま
す
。「
教
養
の
あ
る
ね
こ
に

な
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ぜ
」。さ
て
、私

た
ち
は
こ
ん
な
に
勉
強
を
し
た
り
さ
せ

た
り
し
て
い
ま
す
が
、果
た
し
て
教
養

の
あ
る
人
間
に
な
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

街
の
片
隅
で
暮
ら
す
二
匹
の
ノ
ラ
猫
が
、

自
分
を
振
り
返
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て

く
れ
る
一
冊
で
す
。

「ゴッド・ヘルプ・ザ・ガール」
DVD ¥3,800（税抜）
※平成29（2017）年6月現在

発売元／アット エンタテインメント
販売元／TCエンタテインメント

いきものがかり
「ハジマリノウタ」

発売元／エピックレコードジャパン

斉藤洋
「ルドルフとイッパイアッテナ」

講談社文庫

賀茂川沿いの桜並木

学校教育学部
自然系コース4年

北
きた

林
ばやし

和
かず

樹
き

さん

専門職学位課程
教育政策リーダーコース2年

冨
とみ

田
た

明
あき

徳
のり

さん

修士課程
言語系教育コース2年

張
ちょう

 翊
よく

さん

修士課程
認識形成系教育コース2年

松
まつ

田
だ

萌
もえ

子
こ

さん

M
O
VIE

M
U
SIC

SPOT
B
O
O
K

全てがパーフェクトなミュージカル映画！！

Road of Sakura

日本語の美しさが感じられる切ない歌

学ぶことの理由を探して

ワタシのイチオシ
心に残る映画、つい口ずさむ音楽、
行きつけのスポットや思い出の一冊。
みんなにも薦めたい私のお気に入りを紹介。
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URESHINO BULLETIN BOARD

高校生、保護者、高等学校教諭、受験を検討されている方など
を対象に、今年もオープンキャンパスを開催します（予約不要）。

大学概要の説明、在学生体験談、入学者選抜試験の説明、個
別相談、模擬授業等を行います（事前申し込み制）。

学校の理科の授業では
じっくりと触れることので
きないような実験機器
を用意。自主的に科学
実験を楽しみ、感動体
験を持つ環境を創り出
すことで、理科好きの子
どもたちを増やし、科学
への興味・関心を育み
ます（申し込み不要）。

教職大学院・グローバル化推進教育リーダーコース
の授業を一部公開します。

「インクルーシブ教育」をテーマに、学校現場での
取り組みや授業のユニバーサル・デザインについ
て紹介します。タブレットを使って学校現場で活用
しているアプリが体験できるコーナーもあります。
入り口壁面の「大きな樹」は、さまざまな色、模様
のマスキングテープを＂葉＂に見立て、来館者に
参加いただき、大きな木に成長させる予
定です。ぜひ一緒に、色とりどりの葉を付
けたすてきな大樹にしませんか。

オープンキャンパス2017

学部
進学ガイダンス

理科&科学の
地域でのサイエンス祭

NIE×教育ICT
神戸新聞社と連携協定を締結

教材文化資料館 平成29年度前期展
「インクルーシブ教育に向けて」

公開授業「国際理解教育」

 兵庫教育大学教材文化資料館  0795・44・2362

 入試課   0795・44・2067 
 0795・44・2069

 off ice-nyushi-t@hyogo-u.ac. jp

 社会連携センター
 0795・44・2409　  0795・44・2320

日  8月31日㊍まで8：30～22：00、 
土曜、日曜、祝休日10：00～17：00

所 教材文化資料館（附属図書館内）
休  8月10日㊍～15日㊋、19日㊏
※ 臨時休館する場合があるので、附属図書館のホームページなどで確認してください

※ 危険な機器があるため、小学3年生以下は保護者同伴で参加してくださ
い。参加に係る障害保険等の加入は必要に応じて各自でお願いします

日  7月16日㊐ 9：30～15：30（受付9：00～15：00）
所  加東キャンパス（詳細は本学ホームページをご確認

ください）

日  10月9日㊊・㊗13：30～15：30 
（受付13：00～15：00）

所  神戸ハーバーランドキャンパス（兵教ホール）
※詳細は、6月下旬～7月上旬に本学ホームページでお知らせします

日  7月27日㊍～30日㊐13：00～16：00
所 小野市うるおい交流館エクラ・ハートフルサロン

申  本学ホームページ 
（http://www.hyogo-u.ac.jp/） 
トップ「イベント情報」をご覧ください

問神戸ハーバーランドキャンパス  078・361・5023

授業科目 【国際理解教育】
「国際理解を通して、子どもたちの
主体性・多様性・共同性を伸ばそう」
坪谷ニュウエル郁子さん

（東京インターナショナルスクール理事長）
熊平美香さん

（昭和女子大学キャリアカレッジ学院長）

日  7月9日㊐13：30～15：30（受付13：00～）
所 神戸ハーバーランドキャンパス（兵教ホール）
¥  無料

文部科学省「外部専門機関と連携した
英語担当教員の指導力向上事業」
平成28年度

「大学と連携した英語指導力向上事業」

平成28年6月～29年1月　兵庫県内
兵庫県教育委員会と連携し、平成26年度から県内100人
の教員（小学校40人、中学校40人、高等学校20人）を対
象に実施。言語系教育コース（英語）の教員が研修プログ
ラムの作成段階から協力しており、28年度は「外国語活動
の授業実践」など多彩な研修テーマで講師を担当しました。

加東市制10周年記念応援イベント
「あそぼうよ！
ひょうきょうっ子ランド！」

⬆「大きな樹」

⬆福田光完学長と高士薫社長
⬆神戸新聞パートナーセンター長（当時）の太田
貞夫さんによる講義の様子

●
＝
催
し　

●
＝
過
去
の
出
来
事　

●
＝
募
集　

日
＝
日
時　

所
＝
場
所　

¥
＝
受
講
料　

休
＝
休
業
日　

＝
問
い
合
わ
せ
先

3月11日　加東キャンパス
キャンパス内を舞台にした、学生による手作りの探検
イベント。加東市内の子どもを中心に総勢約200人
の親子が来場し、5つの世界を巡って宝箱の鍵を探す
宝探し「冒険の旅へ！」、館内に隠されたオリジナル絵
本のページを探し求める「図書館探検ツアー」などに
挑戦し、冒険家気分を満喫しました。

5月12日　神戸新聞社
兵教大と神戸新聞社は、NIE（教育に新聞を）活動の普及を通じた健全な学校教育の
進展を目的に連携協力協定を締結しました。昨年度は同社と共同で研究会を3回開
催、また同社から講師を招いてキャリアデザイン講座を開催しました。今年度も、「NIE×
教育ICT」を教育現場に活用するため、研究会のほか、本学の授業や免許状更新講習

等への導入など、同社と連携した取り組み
を進める予定です。

参加した
高校生には

兵教大
オリジナルグッズを

プレゼント！

うれしの掲示板
学生や教員、
地域向けの
情報発信ページ
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A

Q
平野麻衣子講師が
日本乳幼児教育学会
研究奨励賞を受賞

教員のメンタルヘルスの現状と、
悪化させないための視点について教えてください。

「保育カリキュラムにみられる生活習慣形成プ
ロセス」をテーマにした論文が評価され、平成
28（2016）年11月に受賞。平野麻衣子講師
は、「この受賞を励みに、乳幼児期の教育・保
育という複雑で意義深い営みを明らかにするこ
とに努めていきたいです」と語っている。

　

例
年
、教
育
職
員
の
精
神
疾

患
を
理
由
と
す
る
病
気
休
職
者

数
は
5
千
人
を
超
え
、在
職
者

数
に
対
す
る
比
率
は
0
・
5
％
強

で
あ
り
、約
1
8
0
人
に
1
人

の
割
合
で
す
。し
か
し
、こ
れ
は

精
神
的
不
調
に
陥
っ
て
い
る
教

員
の
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。年
次
休
暇
を
最
大
限
利
用

し
て
し
の
い
で
い
る
者
、年
次
休

暇
を
使
い
果
た
し
て
病
気
休
暇

で
し
の
い
で
い
る
者
な
ど
も
数
多

く
い
ま
す
。

　

ま
た
、教
員
を
目
指
す
学
生

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
近
年
悪
化

し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、近
年

の
教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悪

化
は
教
員
の
資
質
そ
の
も
の
の

変
化
で
は
な
く
、制
度
や
仕
事

内
容
の
変
化
が
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
不
調
は
、一
部
の
教
員
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、最
近
の
教

員
の
個
人
的
要
因
で
も
な
い
と

い
う
認
識
に
立
っ
て
、そ
の
対
策

を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
保

持
す
る
た
め
に
は
、職
場
を
挙
げ

て
の
多
忙
化
回
避
の
努
力
が
最

重
要
で
す
。そ
の
次
に
、職
場
環

境
の
整
備
と
セ
ル
フ
ケ
ア
の
向
上

が
重
要
で
す
。

　

職
場
環
境
の
整
備
と
し
て
は
、

お
互
い
を
支
え
合
う
情
緒
的
支

援
体
制
や
、担
任
一
人
が
孤
軍

奮
闘
す
る
の
で
は
な
く
、協
力
し

て
問
題
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る

協
働
的
生
徒
指
導
体
制
が
必
要

で
す
。ま
た
、教
員
を
守
る
と
と

も
に
成
長
を
促
進
さ
せ
る
管
理

職
の
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
充
実
が
必
要

で
す
。さ
ら
に
、複
雑
化
・
多
様

化
・
困
難
化
し
て
い
る
生
徒
指
導

上
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め

の
研
修
保
障
と
そ
の
配
慮
が
必

要
で
す
。

　

個
人
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て
は
、

自
ら
の
情
緒
的
安
定
を
図
る
と

と
も
に
冷
静
に
物
事
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
上
手
を
、

自
ら
ス
ト
レ
ス
を
背
負
い
込
ま

な
い
よ
う
に
受
け
止
め
上
手
を
、

相
手
の
感
情
を
逆
な
で
し
た
り

相
手
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
た

り
し
な
い
よ
う
に
自
分
の
思
い
を

爽
や
か
に
伝
え
る
表
現
上
手
を

日
頃
か
ら
心
掛
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

学校心理・学校健康教育・発達支援コース教授
藤
ふじ

原
わら

忠
ただ

雄
お

兵庫陶芸美術館と
連携協定を締結
4月、兵教大と兵庫陶芸美術館（三木哲夫館
長）は、教員養成教育の充実と陶芸文化の振
興のため、相互の事業を通じた交流を図ること
を目的に、連携協定を締結した。教員を目指す
本学の学生が陶芸文化を体験し、学ぶことで、
将来、学校現場で授業や指導を行う際に寄与
することが期待される。

ダナン大学（ベトナム）と
大学間交流協定を締結
2月、ダナン大学と大学間交流協定を締結し
た。同大学はベトナム中部に位置する国立の
総合大学で、外国語学部日本語学科では日
本語教育が盛んに行われる一方、英語による
教育研究プログラムが充実し留学生も積極
的に受け入れている。今後、多様な領域での
交流や学術的・科学的協力などを図っていく。

現場の課題にお答えします！
Q

U
E

ST
IO

N
 &

 AN
SW

E
R

CAMPUS TOPICS

キ
ャ
ン
パ
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス

15 Kyo i k u-S h i go s enKyo i k u-S h i go s en15



INFORMATION

＝申し込み先　 ＝問い合わせ先

平成30年度学生募集 
学校教育研究科（修士課程・専門職学位課程）
入学定員を８月選抜、11月選抜、３月選抜の３回に分割して募集します。

修士課程 ▶募集人員200人

◆人間発達教育専攻 開講
クラス 8月選抜 11月選抜 3月選抜

教育コミュニケーションコース
昼間

7人 3人 若干人
夜間

幼年教育・発達支援コース
昼間

7人 3人 若干人
夜間

学校心理・学校健康教育・発達支援コース
昼間

10人 10人 若干人
夜間

臨床心理学コース
昼間 20人 10人

若干人
夜間 ― 10人

◆特別支援教育専攻

障害科学コース 15人 5人 若干人

発達障害支援実践コース 8人 2人 若干人

◆教科教育実践開発専攻

言語系教育コース
昼間

14人 6人 若干人
夜間

社会系教育コース
昼間

12人 5人 若干人
夜間

理数系教育コース
昼間

12人 6人 若干人
夜間

芸術系教育コース
昼間

10人 5人 若干人
夜間

生活・健康・情報系教育コース
昼間

14人 6人 若干人
夜間

専門職学位課程（教職大学院） ▶募集人員100人

◆教育実践高度化専攻 開講
クラス 8月選抜 11月選抜 3月選抜

学校経営コース
昼間

10人 5人 若干人
夜間

授業実践開発コース
昼間

20人 10人 若干人
夜間

生徒指導実践開発コース
昼間

10人 5人 若干人
夜間

小学校教員養成特別コース 25人 5人 若干人

教育政策リーダーコース 5人 若干人 若干人

グローバル化推進教育リーダーコース 5人 若干人 若干人

8月選抜
◦出願期間　7月13日㊍～21日㊎〔必着〕

◦試験日　8月19日㊏

◦合格者の発表　9月8日㊎10：00

11月選抜
◦出願期間　10月12日㊍～20日㊎〔必着〕

◦試験日　11月18日㊏

◦合格者の発表　12月1日㊎10：00

3月選抜
◦出願期間　30年2月1日㊍～9日㊎〔必着〕

◦試験日　30年3月3日㊏

◦合格者の発表　30年3月15日㊍10：00 
入試課  0795・44・2067

大学院学校教育研究科説明会
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職

学位課程）の教育課程や専攻・コースの概

要などについて説明します。個別相談や修了

生・在学生の体験談の時間も設けます。

◦開催日
　※ 13：30～（9月29日のみ19：00～）

加東キャンパス 
　10月7日㊏ 

神戸ハーバーランドキャンパス（神戸市中央区）
　 7月8日㊏、9月9日㊏、29日㊎、12月23日㊏、

30年1月6日㊏、20日㊏

AP品川アネックス（東京都港区） 
　6月24日㊏、9月16日㊏

福�岡朝日ビル（福岡市博多区） 
9月23日㊏

企画課

 0795・44・2359　  0795・44・2011

 office-kaikaku-t@hyogo-u.ac.jp

大学院入学相談室
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職

学位課程）への入学希望者を対象に電話、

ファクス、メールで相談を受け付けます。
※平日のみ

  大学院入学相談室

 0795・44・2359　  0795・44・2011

 office-kaikaku-t@hyogo-u.ac.jp

5月、本学関係者が瑞宝中綬章ならびに兵
庫県功労者表彰（県政功労・教育功労）を
受賞しました。長年にわたる県政の発展へ
の貢献や、大学教育の振興に尽くした功績
等に対する表彰です。受賞者は次の通りで
す（敬称略）。

【瑞宝中綬章】
▶水野信男　本学名誉教授

【兵庫県功労者】
［県政功労］
▶藤本百男　兵庫県議会議員

（大学院修士課程修了生（第13期生））
［教育功労］
▶山田卓三　本学名誉教授
▶福本謹一　副学長
▶松田安隆　 明石工業高等専門学校教授

（大学院修士課程修了生（第1期生））

本学関係者が瑞宝中綬章および
兵庫県功労者表彰を受賞

「教育子午線」では、読者の皆さまの声を生かした誌面

づくりを目指しています。はがきかメールでご意見、ご感想

を寄せていただいた方にオリジナルのボールペンまたは

付箋紙を進呈します。

【あて先】

〒673-1494　兵庫県加東市下久米942-1

兵庫教育大学大学広報室

 0795･44･2431　  0795･44･2009
 office-koho@hyogo-u.ac.jp

▶▶編集後記 ◎ あなたの声を聞かせてください
★今号は、現代的課題に取り組む人たちを取り

上げました。「教育最前線」は「研修」、「クラブ紹

介」は「リーダーズセミナー」、「キラリな人」は「子ど

も支援」、「現場の課題」は「教員のメンタルヘル

ス」。全てに共通するのは、関わり合いを持ちなが

ら課題解決していくこと。特に「研修」では、グルー

プワークが効果的な学びを生み出すための手法

になることがよく分かります。（は）

第44号  2017年6月発行　発行／国立大学法人兵庫教育大学 大学広報室
http://www.hyogo-u.ac.jp　編集協力／㈱神戸新聞総合印刷
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※バックナンバーは兵庫教育大学ホームページでご覧ください

◎大学の風景
米田豊副学
長のゼミ（専
門職学位課
程 授 業 実
践開発コー
ス）の様子で
す。本 学 学
部卒業生で
現職教員の
学生（左）は「社会科教育を究める」ため、スト
レート学生（右）は「スーパールーキーを目指し
て」、日々教育実践研究を進めています。

この印刷物は再生紙を使用しています。

兵庫教育大学モバイルサイト

携帯電話スマートフォン

兵庫教育大学からのお知らせ
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